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一原著論文一

発酵乳系列群からクリーム分離系列群への発達史論

一シリアの半農半牧民の事例からー

平田昌弘*1)

1.はじめに

酉アジアには3つの乳文化圏があると先の論文で報告

した(図1) (平田， 1999)_乳文化圏とは，‘民族を越え

である地獄に共有される一定の特徴ある手L1Jo工技術¢複

合体'と定義した シリアを含む乳文化圏(Aタイフヲ

比発酵乳系列群と凝固剤使用系列群の手切日工技乱ffこよ

り成り立ち，アナトリア高原を中心とした乳文化圏 (C

タイプ7とはクリーム分離系列群の手L加工皮術が不在し

ている点で特徴を異にしている.先の論文では，シリア

北東部の割L!JO工体系を事例とし，文献事例と合わせて西

アジア全域における乳文化圏を大分類することを目的と

していた そのため，シりア地域内に広がる手L加工系列

群の差異を詳細には検討できていなかった.

この乳文化を系男鮮として整理・把握する視点は，乳

加工の全体像を体系として把握すべきであると皆目した

梅梓(1955) に始まり，この体系的理解の方針を中尾

(1972)が概念化して手同日工体系・系研鮮分析法へと展

開させていった考え方であるのー中尾の割L加工体系・系

列群とは，乳に対する最初の働きかけに着目しており，J)

発瀞乳系亨i蝉 b)，2)クリーム分離系列群， 3)凝固弗j使

用系初勝， 4)加熱器鏑孫列群の4系列鮮により構成され

ている 発酵乳系要!用手とは，乳に対する最初の働きかけ

が主に乳殿溌酵，もしくは，アルコール発酵による加工

であり，その発酵乳から割ω日工が展開していく系列鮮で

ある.クリーム分骨臨棚草とは，乳に対する最初の働き

かけが，生乳を静置し，上層に浮上したクリームを収集

する加工であり，そのクリームとスキムミノレクから手切日

工が展開していく系初勝である凝固弗燥用系殉草とは，

乳に対する最初の働きかけが，何らかの凝固剤を添加し

て乳タンパク質を化学的ゆ解により変性させ，凝酒・沈

澱した固形分を集める手刷工技術である.力瞬噂繍系列

群とは，生乳を批』くで加鵡して濃縮する手L加工栃青であ
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図L 酉アジアにおける3つの割に虻化圏

出品平田 (1開9)より改編

る.この4つの系列群を医分する原理は類型分類であっ

て，直張には進歩発展の歴史をめやすとした系統分類で

はないと中尾は自身の論文では言及しているが，その視

座は明らかに乳文化の発達史を再稽築ずることに置かれ

ている 中尾の視点は事例毎の詳細f必子祈よりも，あく

まで旧大陸全体における民族間の比較分析に置かれてい

たのである 主に発酵乳系列群と凝固掬肢用系喜朗干の乳

加工技術を基本とするシリアはクリーム分骨臨列鮮の

手L1J日工技術を広く共有するアナトリア高原と隣接してい

る もし中尾の手L1J日工体系・系F蝉分析法が乳文化¢発

達史に言及できるならば，発酵乳系列群とクリーム分離

系知j群との関連性を論考できるのかまさに関われている

ところである つまり，シリアは発酵乳系列群とクリー

ム分離系列群との発達史を検討するのにまさに優れた地

域であるといえよう

そこで本稿では，シリア全域に共有されている基柏甘

な寺L加工技術と手凶日工体系・系列群の発達史を詰搭号する

ために，シリア全域にわたって 20口 6 年7 月 12 日 ~8 月 1

日まで観察とインタビューにより合計9世帯を調査した

(図 2) 本論文の目的はJ)シりアという地岐に共有

される手U旧二技術の土台を把握L-， 2)発酵乳系現用手とク

リーム分離系列群の発達史を検討することにある
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Original Artic1e 

Ancestry ofMiIk Processing System from Fermented MiIk Processing 

Series to Cream Separating Series 

-From the Case Study of Agro-Pastoralists in Syria-

MasahiroHn主ATIも*1)

Abstrad: To discu田 milkprocessing techniques broad1y prevailed Qver Syria and those history， nine households of 

agrか'pastora1ists明日 SUIV可吋 inSyria. The t田 hniqu田 offermented milk pr，町田smgsenes阻 dsolidi今ing-additives

using series ware broadly shared Qver ethnic groups among the agro-pastora1ists. The c問 amseparating seri田 waspartly 

used in the northern p副 ofSyria. The fennented milk proce四 ngse丘esconsisted of such techniques as the 50町 milk

proc田 singby adopting lactic fermentation， the fat 副岡山onφ凶 erm必cingby churning sour milk and butter oil puri守ingby

heating bu伽)皿dthe protein extraction (1ぬ開田 makingby dehydrating sour milk皿d/orbuttermilk). The soli崎将-

additives using series was conducted by adding同 nnetdir配t1yinto raw milk， dehydrating curd to make cheese， then boiling 

the cheese within high 叫i凶tyw剖町 forlong-t田 n conservation. These fermented milk processing series 四 d

solid均ing-additivesusing series are broadly distributed across w4出emAsia from Paki羽田 toSyria with the p由ples

sp叫 angIndo-European language family and Semitic family， which form the huge milk clllhlral sphere in Westem Asia. It 

was considered in the history of milk processing t田 hniquesthat血emilking叩 dmilk use were originally invented in the 

Westem As叫 thetechnique of fermented milk processing series was also developed in the Westem Asia，叩dthen the 

fermented milk processin呂田 rieswas later modified to the milk cream separating seri田 byreason ofthe buoyancy of milk fat 

within whole milk and processing e伍ciencyおrblltter making 
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